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【発表のポイント】

 マイマイ属 Euhadra のカタツムリで体の左右反転を引き起こす遺伝子

を推定しました。

 ミオシン Ia/b 遺伝子（注 1）の左右反転への関与を初めて示しました。

 左右反転は共通した遺伝子変異（注 2）がもたらしたことを示唆しました。

 本研究は、「動物の左右はどのように決まるのか」という根源的疑問の解

決に貢献することが期待されます。

【概要】

多くの動物はおおむね左右対称ですが、人の心臓は左にあるように、一部、左

右が少し異なる場合もあります。体の左右反転は疾患につながるため応用上重

要ですが、左右反転のメカニズムは未だにほとんどわかっていません。

ノッティンガム大学の Alec Lewis 大学院生・Angus Davison 教授・Alistair
Hume 助教・Margrethe Johansen 大学院生・Christopher Moore シニアリサーチ

フェロー・Tom Hartman 助教、東北大学の石井康人大学院生・木村一貴助教・

千葉聡教授、静岡大学の伊藤舜助教、ゲッティンゲン大学の Daniel Jackson 教

授、琉球大学の平野尚浩助教 (所属はすべて研究当時) からなる研究グループは、

ヒダリマキマイマイの左巻き個体と右巻き個体の全ゲノム情報を比較した結果、

ミオシン Ia/b 遺伝子が左右反転に関与することを突き止めました。本研究は同

遺伝子が動物の左右反転に関与することを初めて示しました。本成果によって

動物の左右反転のメカニズム解明に近づくことが期待できます。

本成果は、2026 年 10 月 16 日に学術誌 Current Biology に掲載されました。 

体の左右反転を引き起こす遺伝子を推定
―日本のカタツムリを用いたアプローチ—



 
 

 

 

【詳細な説明】 
研究の背景 
多くの動物はおおむね左右対称です。一方で左右が少し異なる場合も少なく

ありません。たとえばヒトでは 1 人 1 つしかない心臓は体の左側に位置してい

ます。では、このような左右はどのように決まるのでしょうか？左右が反転する

と、時として重篤な疾患をもたらすことが知られているため、左右反転のメカニ

ズム解明は応用上も重要です。このメカニズムの解明は、左右が通常の個体と反

転した個体を比較することによって容易に可能だと思われます。しかし、左右対

称な動物は外見から左右が反転した個体を見出すことは困難であり、この比較

は難しいという現状がありました。例外的に、貝類は体の左右の反転が殻の巻き

方向の反転として外見上すぐにわかるという特徴があります（図 1）。つまり外

見や内臓などの左右反転が殻の巻き方向の反転としてわかります。貝類のなか

でもカタツムリは多くが右巻きであるものの、一部は左巻きの殻をもちます。特

に日本固有のカタツムリ・ヒダリマキマイマイでは、多くの集団が左巻きですが、

東北地方の一部には右巻き集団が複数あることが知られていました。なお、これ

らの右巻き集団はアオモリマイマイ、アイヅマイマイ、カワニシマイマイなどの

名前で呼ばれてきました。 
 
今回の取り組み 
ノッティンガム大学、東北大学、静岡大学、ゲッティンゲン大学、琉球大学の

研究者からなる研究グループ (所属はすべて研究当時) は、ヒダリマキマイマイ

の右巻きと左巻きの個体を比較することによって体の左右反転の原因遺伝子の

特定を目指しました。右巻きと左巻きの個体の全ゲノム情報を比較した結果、ミ

オシン Ia/b 遺伝子が左右反転に関与することを突き止めました。さらに、マイ

マイ属のほかの左巻きの種もすべて解析に加えたところ、マイマイ属の左巻き

にはすべて同一の遺伝子変異が関与していることがわかりました。先行研究に

おいて細胞の運動や形状にかかわる遺伝子が左右反転を引き起こすことが知ら

れていました。ミオシン Ia/b 遺伝子もそのような遺伝子のひとつであるため先

行研究と整合的でした。一方で、ミオシン Ia/b 遺伝子が動物の左右反転に関与

することは本研究で初めて示されました。この結果は未知のメカニズムが左右

反転を引き起こす可能性を示唆しています。 
 
 
 
 



 
 

 

 

今後の展開 
ミオシン Ia/b 遺伝子の左巻きタイプには右巻きタイプと比較して複数の遺伝

子変異がありました。左巻きの原因として有力な遺伝子変異は 3 つ含まれてい

ましたが、これらのうちどれが原因なのか、複数の遺伝子変異が左巻きには必

要なのかといったことはまだわかっていません。また、ミオシン Ia/b 遺伝子

における DNA レベルの違いがどのように個体レベルの左右反転まで影響して

いるのか、この点についても今後の研究の必要があります。これらの研究を通

じて、「動物の左右はどのように決まるのか」という根源的疑問の解決に貢献

することが期待されます。 
 
 

図 1.ヒダリマキマイマイの右巻き個体（右）と左巻き個体（左）。 
撮影：Angus Davison。 
 
関連動画の URL：
https://www.youtube.com/playlist?list=PLD860DB4CD231C21F 
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【用語説明】 
注1. ミオシン Ia/b 遺伝子：細胞の運動や形状にかかわる細胞骨格に関連す

る遺伝子である。これまでの研究ではショウジョウバエにおいてミオシン 
Id/g 遺伝子やミオシン Ic/h 遺伝子が内臓の左右反転にかかわることが示

唆されていた。 
注2. 遺伝子変異：（ここでは）DNA の配列の違いのこと。 
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